
業
化
に
つ
い
て
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｓ
は
低
コ
ス
ト
で
管
理
が
容
易
な

小
規
模
向
け
の
処
理
法
、
窒
素
や
リ
ン
な
ど
の

蓄
積
に
よ
る
水
質
悪
化
を
防
止
す
る
処
理
法
、

省
ス
ペ
ー
ス
で
非
常
に
良
好
な
処
理
水
を
得
る

特
殊
な
膜
を
用
い
た
処
理
法
な
ど
の
開
発
を
手

が
け
、
実
用
化
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
下

水
汚
泥
の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
化
や
、
世
界
的
な

枯
渇
資
源
で
あ
る
リ
ン
を
下
水
か
ら
回
収
す
る

技
術
な
ど
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
循
環
型
社
会

の
構
築
を
リ
ー
ド
す
る
新
技
術
の
開
発
と
そ
の

実
用
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

西
条
市
の
下
水
道
は
供
用
を
開
始
し
て
25
年

に
な
り
、
施
設
の
更
新
な
ど
新
た
な
課
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
い
か
に
少
な
い
費

用
で
適
正
に
下
水
道
施
設
を
管
理
運
営
し
て
い

く
か
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
市
で
は
、
世

界
屈
指
の
知
識
や
技
術
を
有
す
る
Ｊ
Ｓ
か
ら
効

果
的
な
方
策
を
提
案
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
下
水
道
事

業
の
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

で
の
水
系
２
・
４
㌔
㍍
を
、
公
共
下
水

道
雨
水
路
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
整

備
し
ま
し
た
。

　

ア
ク
ア
ト
ピ
ア
水
系
の
整
備
は
昭
和

61
年
度
か
ら
４
カ
年
で
行
い
、
自
然
石

に
よ
る
護
岸
改
修
や
水
辺
の
緑
化
な
ど

「
親
し
み
あ
る
水
辺
景
観
づ
く
り
」

を
進
め
ま
し
た
。

　

ア
ク
ア
ト
ピ
ア
の
整
備
と
、
周
辺
住

民
の
率
先
し
た
下
水
道
接
続
に
よ
っ
て

ア
ク
ア
ト
ピ
ア
水
系
は
、
鮎
が
す
み
、

ホ
タ
ル
も
自
生
す
る
、
水
の
都
に
ふ
さ

わ
し
い
清
流
が
復
活
し
、
市
民
の
下
水

道
接
続
へ
の
意
識
高
揚
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
系
を
美
化
す
る
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
平
成
４
年
に
は
四
国
初
の

「
河
川
の
清
流
を
守
る
条
例
」
が
制

定
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
、
事
業
者
、
行

政
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
清
流
保
全
活

動
が
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
下
水
道
処
理
区
域
の

拡
大
を
行
い
、
鋭
意
、
下
水
道
整
備
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
が
、
各
家
庭
が

接
続
し
な
け
れ
ば
、
下
水
道
の
効
果
が

発
揮
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
内
の
下
水
道
は
約
６
万
人
の
方
が

利
用
で
き
ま
す
が
、
そ
の
利
用
率
は
約

90
％
（
約
５
万
５
千
人
）
で
す
。

　

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
地

域
の
皆
さ
ん
が
下
水
道
に
接
続
す
る
こ

と
で
、
初
め
て
地
域
一
帯
の
生
活
環
境

の
改
善
が
進
み
ま
す
。

　

快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
で
、

ま
だ
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い
ご

家
庭
は
、
１
日
で
も
早
い
接
続
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▲

西
条
浄
化
セ
ン
タ
ー

▲

東
予
・
丹
原
浄
化
セ
ン
タ
ー

▲下水道整備と市民等の河川保全運動で清流が復活したアクアトピア水系。平
　成19年には国土交通省の「手づくり郷土賞（大賞部門）」を受賞しました。

　下水道をテーマにした作品を募集します。
各部門の中から国土交通大臣賞などの作品が
選ばれます。
募集対象・部門
○小・中学生対象
　絵画・ポスター、作文、書道、新聞部門
○資格制限なし　標語部門
応募期限　11月９日㈫ 必着
※作品は下水道業務課が取りまとめて主催者
　へ送付します。詳しくは、下水道業務課へ
　お問い合わせください。
主催　㈳日本下水道協会、㈱日本水道新聞社

　排水設備、水洗便所への改造など下水道に
ついての相談に、市の下水道担当職員がお答
えします。
日時・場所
○９月８日㈬　10時～12時
　東予農村環境改善センター
○９月８日㈬　14時～16時
　氷見公民館

○市庁舎本館下水道業務課
　下水道業務係　℡0897－52－1224
○東予総合支所建設管理課
　上下水道係　　℡0898－64－2700

下水道いろいろコンクール
作品募集

下水道相談所を開設します

お問い合わせ先

１
日
も
早
く

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
！
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